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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、「プロトコル」（発話データのみならず、学習者が書いた作文やレ
ポートなどを含む）を用いて、学習者一人ひとりの個別概念辞書を開発することである。この辞書を用いた教育
実践を行うことで、学習者の読解力向上への応用を図った。具体的には、次の通りである。すなわち、(1)語彙
習得の支援と誤概念の修正、(2)外国人留学生への日本語教育支援、(3)情報技術用語などの難解な専門用語の概
念理解、などを実施する教育実践的応用に取り組んだ。

研究成果の概要（英文）：In this study, we have developed the learners' personal dictionaries using 
protocol which include not only speech production but also essays and reports written by learners. 
Using these dictionaries, the effective educational practices has been adapted to improve their 
reading comprehension ability. The details are as follows: (1) The learning support applications in 
order to correct misconceptions in learning words, (2) Japanese language education for international
 students, and (3) A well-understood concept about the difficult words such as technical terms of 
information technology.

研究分野：教育工学
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１．研究開始当初の背景 
 情報技術の急速な発展により、新しいコン
ピュータ用語（クラウド、ソリューション、
ファイアウォールなど）が日常的に数多く使
用されるようになってきた。しかし、このよ
うな情報通信技術に関連する専門用語は、英
語を語源とするカタカナ表記の語彙が大多
数を占めており、情報を専門としない一般読
者には理解が難しい語彙となっている。さら
に、それらの語彙は、新技術が次々と開発さ
れるのに伴い、新語・造語が続々と誕生して
いる。そのため、既存の辞書では新出語彙に
十分に対応できないという問題点がある。さ
らに、新出語彙の獲得過程、新出語彙の日本
での普及プロセス、新出語彙の習得支援、な
どについて十分な研究がなされていないと
いえる。そこで、本研究課題では、これらの
問題点を解決するために、次章で述べる研究
に取り組むことにした。 
 
２．研究の目的 
 上記で述べた問題点を解決するために、本
研究では、次のような目的を掲げた。すなわ
ち、発話データや、学習者が書いたレポート
や作文などの「プロトコル」を用いて、学習
者一人ひとりの個別概念辞書を開発するこ
とが本研究の目的である。さらに、これらの
辞書を用いた授業実践を行うことで、語彙習
得の支援、外国人留学生への日本語教育、難
解な専門用語の概念理解、などを実施する教
育実践的研究を進めていくことを目指すも
のである。 
 
３．研究の方法 
個別学習者概念辞書の作成手法の開発と
その有効性の検討を行った。また、従来型の
既存辞書との属性値等の比較を行うことで、
本手法の優位性とその問題点や改善点を明
らかにした。さらに、ICT(e-learning など)
を活用して、語彙の習得支援や読解力向上へ
の教育的応用を進めていった。 
 
４．研究成果 
最初に、データマイニングの手法を用いて、
用法や頻度情報などに基づいてテキスト分
析を行った。具体的には、次の通りである。
最初に、中国の新聞「人民日報」からランダ
ムに記事を抽出した。その抽出された記事を
対象に四字熟語の使用率を算出した所、約
16%であった。このように、中国語では四字
熟語がとても多く使用されていることから、
本研究では、四字熟語を対象とした学習辞書
を開発することにした。また、既存辞書との
相違点は、中国語と日本語の字形・意味に基
づいて見出し語を分類することにより、母語
で持っている語彙の概念を学習対象語の習
得に積極的に役立てることができた。これに
より、日本人の中国語学習者（または、中国
人の日本語学習者）に有用な学習辞書を提供
することができた。 

次に、「教育実践的応用」を目指すという
観点から、e-learning（LMS など）を用いて、
自己調整学習を促すための教育環境の在り
方を考察した。具体的には、自己調整学習と
e-learning の２者について、互いに親和性の
高い項目は、自己評価、記録をとる、記録の
見直し、など３つが挙げられた。これらの項
目を e-learning 環境で積極的に用いること
で、自己調整学習方略を促す可能性が高いと
考えられる。本来、「制約の少ない自由な時
間と場所で学ぶことができる」というのは
e-learning の利点であるが、このことが原因
で自己調整ができない学習者の多くが途中
で e-learning をリタイヤする結果につなが
ってしまう場合も考えられるといえる。 
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